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【定例活動報告】 
　　平成２９年度、前任者から緑のダムの会計を引継ぎ、日常の資金管
理・助成金の申請・決算資料の作成を手掛けるようになってから、７年が
経過したことになります。引き継いだ当初は、決算資料作成等慣れない作
業でかなり苦労したこともありましたが、Ｅxcel活用等の工夫で、最近で
は作業の負担はかなり軽減しつつある一方で、関係資料がかなりのボ
リュームになってきています。 
　我が家には、上記の作業でたまった資料に加え、前任者から引き継いだ
資料、また、急死した兄から引き継いだ資料も手許にあります。兄の資料
はPCデータで引継ぎましたが、前任者からの引継ぎ資料、７年間でたまった資
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料は大半が紙ベースのため、今後の引継等で散逸するリスクがないとはいえません。これらの資料の中に
は、当会の歴史を知る上で大事な資料もあると思われ、これらの資料を管理していくにはデータベース化
が必須と思います。 
　現在、決算作業等でたまった資料のPDFデータ化・保存、Excelデータの整理を進めています。その後、
時間がかかるとは思いますが、兄から引き継いだPCデータ、前任者から引き継いだ紙の資料を精査し、重
要なものは分かりやすい形で整理しデータ化・保存する作業に取り組みたいと思っています。 

川田　晃（本会、代表代行） 

【定例活動報告】知足の森 

　今回の活動は2回目の参加でした。1回目の参加の時は何をどうすれば良いのか分からず、友達に聞き、
やり方を教わりましたが今回は、友達から教わったことを思い出して1人でできました。そして、木を切る
活動では少し前に雨が降り、山の方は滑るため、山には行かず、東屋の方で作業をしました。今日作業に
取り掛かった木は少し太かったため、切るのがとても大変でかなり時間もかかりました。しかし、切り終
わった時の達成感は普通では感じられない大きなものでした。そして、年輪を数えたりして、しっかり先
生や先輩からなぜこのように木を切っているのかを教わりました。そして、いろいろな言葉を覚えまし
た。しかし、お昼から雨が降るという予報だったため、会議に使うお店に入りました。そこでお昼をを食
べ、ラボテストをしました。そのラボテストは僕にはまだ難しく、全然解けませんでした。なので、ちゃ
んと木を切るだけではなく、今日も少し覚えたがまだまだ、言葉もしっかりと覚えていきたいなと思いま
した。次回も参加したいなと思いました。　　　　　　　　　平田　侑誠（GTE LAB 中学１年男子） 

　初めて相模湖での活動をしました。着
いて準備を色々な人に教えて貰ったの
で、次回以降は自分だけで出来るといい
なと思いました。午前中は山を登り、木
の本数や直径を皆で調べました。木の太
さは結構差があって驚きました。午後
は、畑でジャガイモ、カブ、大根などの
収穫をしました。ジャガイモはかなり収
穫できたか見たつもりでも、後で確認さ
れると奥に結構残っていたりしまし
た…。中学生がやっても大変なら、若い
働き手がいなくなってきているのは大変
な事だなと思うし、農作業は結構大変な
仕事だったので、食品を残したりするの
も良くないなと改めて思いました。収穫
作業が終わり、皆に分配する為に袋に分
けました。帰って何か作った時美味し
かったらいいなと思いました。 
　次相模湖の活動に来る時は、時間に余裕を持って、計画性を持って、周りを見て何をすればいいのか考
えて行動したいです。そして、次は木を切る活動を見たりやったりすると思うので注意して取り組んでい
きたいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長田　奈都美（GTE LAB 中学１年女子） 

　今回の狛江での積み木イベントを通して、私は積み木が木であることの重要性を改めて感じました。私
たちは、イベントに参加してくれた子供たちのことを見守りながら、私たち自身も積み木をしていまし
た。最初は、中学生だから積み木なんて飽きてしまうのではないか？と思っていましたが、学校の形を再
現してみたり、タワーを作ったりなど飽きることがありませんでした。それは、積み木という遊びが楽し
いということはもちろんですが、積み木が木でできているということも重要だと思いました。木はプラス
チックや金属と比べ手触りが良く、良い香りもし、崩れたときの音も綺麗です。そのような木の性質が積
み木が小さい子から私たちのような中学生までが楽しめる遊びにしているのだと思います。イベントを運
営するだけではなく、木について改めて考える良い機会となりました。 

山田　めぐみ（GTE LAB 中学２年女子） 
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桜井尚武の 

森のコラム 
　ミズキ科の落葉木で樹高2m、地際直径
3cm程度の灌木。葉は互生、薄い洋紙質の
楕円形で低い鋸歯があり先端は尖ります。葉
の側脈は4～5対あって他のミズキ科の植物
同様に目立ち、3㎝位の葉柄があります。雌
雄異株、雌花雄花ともに淡緑色で4～6月に
葉の中肋（葉の真ん中を走る太い葉脈）上
に着きます（図1、図2）。雄蕊（おしべ）
の有無で雄花か雌花かがわかりますし雄花
は複数個着くのがよく見られます。受粉後は
速やかに成熟し夏以降に黒色に熟す丸い実
をつけます（図3）。 
　温帯、暖帯に分布し北海道西南部から本
州、四国、九州、中国に見られます。そして
これらの地域の標高700m以下位の山地帯と
いわれる場所の山脚部から沢沿いの半蔭地
で普通に出会えます。 
　葉の真ん中に花を咲かせて実を稔らせる変
わった形態を持つ植物ですが、実の落ちた
後にはっきり見える中肋が実／花のある所ま
では太く、その先は細くなっています（図
4）。このことから葉の下部の中肋の太いと
ころまでは花柄の役割を果たして、その周囲
や先の方には光合成をするための葉の役割
を持たせていることが解ります。花の付かな
い葉にはこのような違いは見られません
（図5）。おそらく進化の過程で獲得した生
殖の役割をする器官に光合成の役割も持たせ
るということが有利に働いた結果今日まで
繁栄できたということなのでしょう。 
　ハナイカダの別名としてヨメノナミダとい
う名が保育社の図鑑に載っていました。嫁ぎ
先で辛い思いをした嫁の涙が葉に落ちたも
のとか、夜の明けぬ内からこの若芽摘みを
強いられた嫁の涙とかいう民話に根差した
ものといわれます。この嫁が恨んだ思いから
ババノテヤキというつらい時代を映す名前
も聴きました。また、ママッコという名があ
りますがこれには春先の若芽をご飯に炊き
込むことから来た名前という注がありまし
た。実際、独特の風味があり食べて美味し
いし黒く熟す実も甘くておいしいそうです。
ほとんど忘れられていますが、葉は咳止め、
根は下痢止めなど藥効もある強力な山の幸
なのだそうです。 

  
桜井　尚武（本会、会員） 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「ハナイカダ (Helwingia japonica )  」 

図４ 種子が落ちてしまった後の葉 

20181118　嵐山 

図1 ハナイカダ雄花 

20100604　軽井沢 

図２ ハナイカダ雌花 

20240429　白岩滝道　武蔵五日市 

図３ ハナイカダ果実 

20140713　御嶽日出山 

図５　ハナイカダの花のない葉 

20181118　嵐山 
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【活動報告】地元、北相中学校にて出前授業を行いました 

　毎年恒例となっています相模原市立北相中学校での出前授業を実施ました。１年生対象に森のボード
ゲーム「きこりものがたり」をやってもらったあと、森でどんなことが起きているのか、そしてそれが自
分達の目の前の森でも起こっている、という話を具体的な例や写真をお見せしながらお話ししました。本
会と小原活性化会議との連携の体験イベントの話も入れながら、間伐体験とその間伐材を使ったイベント
がすぐ目の前の小原本陣、小原の郷であることを紹介しました。学校側とも連携しながら地元の中学生の
参加が継続的になるように調整を進めているところです。同様の取り組みで、他の市内中学校にもアプ
ローチしておりますのでまた報告できればと思います。 

宮村　連理（本会、副理事長） 

※下２段の写真はこまエコまつりの積み木イベントの様子です。
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参加にあたって：

初参加者は、9時15分までに
JR相模湖駅前に集合です。服
装、持ち物については、汚れ
ても良い服装、着替え、滑ら
ない靴　成るべく皮製手袋、
万一の怪我に備えて保険証、
飲料水、主食、昼食 

危機管理・救急対応：


危険管理・救急体制・森林ボ
ランテイア保険の準備の他、
会として可能な限りの体制を
敷いていますが「怪我・事故
は、自己責任」です。 

名称：特定非営利活動法人　緑のダム北相模 
現地事務局：〒252-0172　相模原市緑区与瀬本町12　かどや食堂内 
支援団体：セブン-イレブン記念財団 
　　　　　積水ハウスマッチングプログラム、国土緑化推進機構 
　　　　　パタゴニア 
協働団体：神奈川県、相模原市、麻布大学、マルモ出版、 
　　　　　東京学芸大学環境教育研究センター、 
            （社）東京学芸大EXPLAYGROUND推進機構、 
　　　　（社）さがみ湖 森・モノづくり研究所

NPO法人
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